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Association between university students’ feelings of apathy and attachment relationships with their 
parents 




































This study examined associations between university students’ feelings of apathy and attachment 
relationships with their parents. Additionally, we investigated whether the sex of the students and parents 
(i.e., mother and father) affected such associations differently. A total of 418 university students (204 male 
and 214 female) completed a questionnaire that measured two types of attachment relationships with their 
parents—avoidance and anxiety—and their apathy levels. Overall, high levels of avoidance and anxiety 
towards parents were both associated with high levels of apathy. The relationships were not modulated by 
the sex of the students or parents. These findings suggest that an intervention aiming to improve attachment 
relationships with parents will be helpful in treating apathetic students. 
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係性について論じられてきた (小川，1992；土


















































































































は 19.6歳 (SD =1.37)，女性の平均年齢は 19.5歳 
(SD =1.29) であり，対象者全体の平均年齢は19.6








がBrennan, Clark, & Shaver  (1998) の「親密な対人
関係体験尺度 (Experiences in Close Relationships 
inventory ; ECR)」を日本語に翻訳して作成した
「日本語版ECR」を一部修正したものを用いた。
全 26項目の回答を 7 件法で求めた。日本語版
ECRは「親密性の回避」(17項目 ) と「見捨てら






捨てられ不安」尺度は Bartholomew & Horowitz 



























































尾・加藤 (2004) によって得られた 2因子に含ま
れていた項目と概ね一致していたため，第 1因子 

















密性の回避 (t (416) = 7.42, p < .001) と，母親に対
する見捨てられ不安 (t (416) = 2.50, p < .05)，父親

















12 私は母親に何でも話す。( R) .88 -.14
6
私は，あまり人に話さないような自分の考えや気持ちを母親に話すことに抵抗がない。
( R) .87 -.15
15
私は母親になぐさめや元気づけたりすることをふくめ，いろんなことで助けを求める。
( R) .86 -.16
3 私は，母親になぐさめやアドバイス，助けを求めることに抵抗がない。( R) .83 -.10
13 私は母親と親密になることがとても快い。( R) .82 -.10
2 私はたいてい，自分の問題や心配事を母親と話し合う。( R) .81 -.16
17 私は母親とあまりに親密になることがどちらかというと好きではない。 .76 .13
20 私は母親とあまり親密にならないようにしている。 .73 .21
1 私は母親に心を開くのに抵抗を感じる。 .72 .13
8 心の奥底で何を感じているかを母親に見せるのはどちらかというと好きではない。 .70 .01
18 私は母親に頼ることに抵抗がない。( R) .69 -.04
14 困ったとき母親に助けを求めると，何かちょっとは (状況が) よくなる。( R) .68 -.05
25 私は， 母親が非常に親密になりたがってくると，いごこち悪く感じる。 .60 .24
21 私は母親があまりに自分と親密になってくると，とてもイライラしてしまう。 .58 .17




24 私は (母親に) 見捨てられるのではないかと心配だ。 .02 .69





























17 私は父親とあまりに親密になることがどちらかというと好きではない。 .82 .10
12 私は父親に何でも話す。(R) .81 -.18
13 私は父親と親密になることがとても快い。(R) .80 -.09
3 私は，父親になぐさめやアドバイス，助けを求めることに抵抗がない。(R) .80 -.11
1 私は父親に心を開くのに抵抗を感じる。 .79 .05
8 心の奥底で何を感じているかを父親に見せるのはどちらかというと好きではない。 .77 -.06




20 私は父親とあまり親密にならないようにしている。 .73 .15
25 私は，父親が非常に親密になりたがってくると，いごこち悪く感じる。 .68 .19
21 私は父親があまりに自分と親密になってくると，とてもイライラしてしまう。 .67 .19
18 私は父親に頼ることに抵抗がない。(R) .66 .05




















10 私は父親と親密になりたいのだが，いつの間にかついつい後ずさりしていることが多い。 .29 .45























男性 3.8 (1.16) 2.4 (0.76) 4.1 (1.20) 2.4 (0.67)
女性 2.9 (1.19) 2.2 (0.78) 3.9 (1.31) 2.1 (0.67)
全体 3.3 (1.25) 2.3 (0.78) 4.0 (1.26) 2.3 (0.68)
親密性の回避 見捨てられ不安 親密性の回避 見捨てられ不安
Table 3
ECR下位尺度得点の平均値と標準偏差









Table 5　男性の各変数 (ECR下位尺度得点・無気力感尺度得点 ) 間の相関
無気力感尺度得点 .24 *** .34 *** .25 *** .38 ***
親密性の回避 (母) .27 *** .47 *** .23 ***
見捨てられ不安 (母) .34 *** .64 ***
親密性の回避 (父) .15 *











Table 6　女性の各変数 (ECR下位尺度得点・無気力感尺度得点 ) 間の相関
無気力感尺度得点 .34 *** .44 *** .28 *** .47 ***
親密性の回避 (母) .28 *** .39 *** .27 ***
見捨てられ不安 (母) .17 ** .55 ***
親密性の回避 (父) .27 ***
























意であり (F (1,416) = 33.90, p < .001)，母親に対す
る親密性の回避と無気力感の有意な正の連関が認
められた (β = .27, p < .001)。
次に，第 2ステップにおいて，父親に対する親
密性の回避を投入した後のR2の変化量は有意で
あった (F (1,415) = 12.18, p < .001)。また，母親に
対する親密性の回避の無気力感との有意な正の連
関はそのままに (β = .20, p < .001)，父親に対する
親密性の回避と無気力感の有意な正の連関が認め
られた (β = .18, p < .001)。
次に，第 3ステップにおいて，性別のダミー変
数を投入した後の R2 の変化量は有意であっ
た (F (1,414) = 3.96, p < .05)。また，母親に対する
親密性の回避 (β= .24, p < .001)，父親に対する親
密性の回避 (β= .17, p < .01) の無気力感に対する有
意な正の連関はそのままに，性別が無気力感に対






のR2の変化量は有意でなく (F (2,412) = 0.70, ns)，
母親に対する親密性の回避と性別の交互作用項 
(β = .06, ns)，父親に対する親密性の回避と性別の













親密性の回避 (母) .27 *** .20 *** .24 *** .23 ***
親密性の回避 (父) .18 *** .17 ** .17 **
性別 .10 * .10
親密性の回避 (母) ×性別 .06
親密性の回避 (父) ×性別 -.01
R² .08 .10 .10 .10




注) *p <.05, **p <.01, ***p <.001.

















有意であり (F (1,416) = 73.57, p < .001)，母親に対
する見捨てられ不安と無気力感の有意な正の連関
が認められた (β = .39, p < .001)。
次に，第 2ステップにおいて，父親に対する見
捨てられ不安を投入した後のR2の変化量は有意
であった (F (1,415) = 28.85, p < .001)。また，母親
に対する見捨てられ不安と無気力感との有意な正
の連関はそのままに (β = .21, p < .001)，父親に対
する見捨てられ不安と無気力感との有意な正の連
関が認められた (β = .29, p < .001)。
次に，第 3ステップにおいて，性別のダミー変
数を投入した後の R2 の変化量は有意であ
り (F (1,414) = 3.93, p < .05)，母親に対する見捨て
られ不安 (β = .21, p < .001)，父親に対する見捨て
られ不安 (β = .31, p < .001) の無気力感に対する有
意な正の連関はそのままに，性別が無気力感に対






のR2の変化量は有意でなく (F (2,412) = 0.01, ns)，
母親に対する見捨てられ不安と性別の交互作用項 
(β = .05, ns)，父親に対する見捨てられ不安と性別










見捨てられ不安 (母) .39 *** .21 *** .21 *** .21 ***
見捨てられ不安 (父) .29 *** .31 *** .31 ***
性別 .09 * .09 *
見捨てられ不安 (母) ×性別 .05
見捨てられ不安 (父) ×性別 .03
R² .15 .20 .21 .21




注) *p <.05, **p <.01, ***p <.001.












































































































































































































































安藤 智子・遠藤 利彦 (2005)．青年期・成人期の




Bartholomew, K.,  & Horowitz,  L. M. (1991). 
Attachment styles among young adults: A test of 
four category model. Journal of Personality and 
Social Psychology, 61, 226–244.
Brennan, K. A., Clark, C. L., & Shaver, P. R. (1998). 
Self-report measurement of adult attachment: An 
integrative overview. In Simpson, J. A. & Rholes, 
W. S. (Eds.), Attachment theory and close rela­
tionships.  (pp.46–76). New York: Guilford Press.
Dozier, M., Stovall, K. C., & Albus, K. E. (2008). 
Attachment and Psychopathology in Adulthood. 
In Cassidy, J. & Shaver, P. R. (Eds.), Handbook of 
attachment: Theory, research, and clinical appli­
cations ( 2 nd ed.) (pp.718–744). New York: Guil-
ford Press.
遠藤 利彦 (2005)．アタッチメント理論の基本的
枠組み　数井 みゆき・遠藤 利彦 (編 ) アタッ
チメント― 生涯にわたる絆― (pp.1–31) 
ミネルヴァ書房
遠藤 利彦 (2007)．アタッチメント理論とその実
証研究を俯瞰する　数井 みゆき・遠藤 利彦 




Hazan, C. & Zeifman, D. (1994). Sex and the psy-
cholo gical tether. In Bartholomew, K. & Perlman, 
D. (Eds.), Advances in personal relationships. 
vol.5. (pp.151–178). London: Jessica Kingsley.
鎌原 雅彦・樋口 一辰・清水 直治 (1982)．Locus 
of Control尺度の作成と，信頼性，妥当性の
検討　教育心理学研究，30, 302–307.
笠原 嘉 (1984)．アパシー・シンドローム―   高
学歴社会の青年心理―　岩波書店
笠井 孝之・三浦 香苗 (1997)．中学生の無気力
感：学校忌避感情・学業成績との関連　千葉
大学教育実践研究，4, 103–112.






中尾 達馬・加藤 和生 (2004)．成人愛着スタイル
尺度 (ECR) の日本語版作成の試み　心理学
研究，75, 154–159.
小川 豊昭 (1992)．スチューデントアパシー― 
ナルシシズム論からの力動的理解―　若林 
愼一郎 (編 )　青年期の病理と治療 (pp.117–
142)　金剛出版















Walters, P. A. J. (1961).  Student Apathy In Blaine G. B. 
Jr. & McArtur C. C. (Eds.), Emotional Problem of 
the Student New York: Appleton–Century–Crofts.
 (ウォルターズ，P. A. J. 笠原 嘉・岡本 重慶 
(訳 ) (1975)．学生のアパシー　石井 完一郎
他 (監訳 )　学生の情緒問題 (pp. 106–120)　
文光堂
山田 和夫 (1990)．家族関係の中でのスチューデ
ント・アパシー　土川 隆史 (編 )　スチュー
デント・アパシー (pp.140–177)　同朋舎
　 2016. 5. 9  受稿，2016. 6. 17 受理　　
